
�
地
方
自
治
功
労　

〈　

年
以
上
の
市
議
会
議
員
、
執
行
機
関

10
の
委
員
〉

　

井
手
吉
弘
（
天
神
四
）、
永
山
正
幸
（
吉

岡
）、
野
田
郁
雄
（
広
田
一
）、
山
下
隆
良

（
桜
木
）、
橋
本
純
子
（
浜
田
）、
外
薗
耕

一
郎
（
瀬
戸
越
四
）

�
地
方
行
政
功
労　

  
〈
一
般
職
の
職
員
が
、　

年
以
上
で
退
職
〉
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和
田　
 

（
吉
井
町
立
石
）

�
産
業
経
済
功
労　

　
〈
産
業
の
開
発
、
振
興
に
貢
献
〉

　

佐
藤
一
男
（
吉
井
町
橋
川
内
）、
井
手
正

治（
山
手
）、
山
根
由
之（
元
）、
池
田
豊（�

園
）、
木
村
稔
（
大
潟
）、
川
原
研
吾
（
吉

井
町
草
ノ
尾
）

�
教
育
文
化
功
労　

〈
教
育
、
学
術
、
体
育
な
ど
そ
の
他
文
化

の
振
興
に
貢
献
〉

　

田
中
瀧
馬
（
大
宮
）、
黒
田
和
男
（
横
尾
）

�
社
会
事
業
功
労　

〈
社
会
事
業
に
貢
献
〉

　

尼

眞
理
子
（
吉
井
町
立
石
）、
福
嶋
ま

さ
み
（
吉
井
町
春
明
）、
谷
口
廣
行
（
世
知

原
町
栗
迎
）、
谷
口
玉
江
（
世
知
原
町
栗

迎
）、
泉
頭
幸
惠
（
吉
井
町
吉
元
）、
中
村

由
美
（
日
野
）

�
民
生
功
労　

〈
民
生
の
安
定
に
貢
献
〉

　

小
川
竹
一
（
日
宇
）、
大
川
壽
安
（
柚
木
）、

甲
斐
花
江
（
鹿
子
前
）、
大
内
幸
子
（
若
竹

台
）、
綾
玲
子（
天
神
三
）、
梯
正
和（
保
立
）、

古
賀
義
晨
（
白
岳
）、
久
野
義
典
（
早
苗
）、

山
村
勇
次
郎
（
大
黒
）、
津
口
征
夫
（
稲
荷
）、

東
川
安
男
（
潮
見
）、
本
田
将
治
（
万
津
）、

澁
谷
裕
男
（
相
浦
）、
香
田
不
二
男
（
相
浦
）、

中
村
喜
和
二
（
黒
島
）、
大
原
勝
（
下
の
原
）、

中
村
榮
夫
（
権
常
寺
）、
梶
川
輝
之
（
中
原
）、

西
村
健
一
（
吉
岡
）、
左
近
充
傳
（
鹿
子
前
）、

古
川
政
子
（
木
場
田
）、
樋
口
公
子
（
今
福
）、

川
合
秀
利
（
桑
木
場
）、
指
方
勝
美
（
田
原
）、

久
田
覺
（
権
常
寺
）、
村
瀬
公
一
郎
（
大
塔
）、

川
添
忠
彦
（
花
園
）

�
保
健
衛
生
功
労　

〈
保
健
衛
生
に
貢
献
〉

　

太
田
貞
之
（
早
岐
一
）、
福
田
俊
郎
（
藤

原
）、
別
府
良
彦
（
天
神
三
）、
麻
生
啓
輔

（
針
尾
東
）、
橋
口
畢
男
（
早
岐
一
）

�
寄
付
功
労　

〈
公
益
の
た
め
私
財
を
寄
付
〉

　

山
口　

敏
（
東
京
都
国
分
寺
市
）、
八
頭

司
正
典
（
福
岡
市
中
央
区
）、
丸
松
セ
ム
株

式
会
社
（
福
岡
市
東
区
）、
株
式
会
社
上
滝

佐
世
保
支
店
（
白
木
）、
吉
田
海
運
株
式
会

社
（
三
浦
）、
ニ
ッ
ポ
ン
レ
ン
タ
リ
ー
ス
株

式
会
社
（
三
浦
）、
藤
林
徳
扇
（
京
都
市
上

京
区
）、
馬
場
忍
（
小
島
）、
山
口
一
男

（
大
塔
）、
岸
川
美
智
子
（
保
立
）

�
治
安
功
労　

〈
治
安
の
維
持
、
人
命
救
助
な
ど
に
て
い

身
〉

　

塩
入
ヶ
谷
守
（
世
知
原
町
太
田
）、
武
邉

義
樹
（
高
島
）、
末
永
康
貴
（
高
島
）、
浦

剛
暁
（
高
島
）、
中
村
真
一
（
大
潟
）、
野

中
希
望
（
白
仁
田
）、
中
村
照
男
（
大
潟
）、

中
村
ユ
キ
子
（
大
潟
）

�
善
行
功
労　

〈
市
民
の
模
範
と
な
る
善
行
者
〉

　

根
比
静
夫
（
大
黒
）、
甫
立
一
郎
（�
園
）、

幡
手
春
義
（
名
切
）、
前
川　

次
郎
（
黒
髪
）、

野
村
末
三
男
（
大
黒
）、
精
神
保
健
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
な
み
ず
き
（
大
黒
）

●８ 

市
制
施
行
百
四
周
年
を
迎
え
た
4
月
1
日
、
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
功
労
の
あ
っ
た

　

人
と
5
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）
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市
政
功
労
者
の
皆
さ
ん

市
政
功
労
者
の
皆
さ
ん

栄
え
あ
る
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

栄
え
あ
る
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

4月1日、市制施行104周年記念式典で
行われた市政功労者の表彰

2006.5
●９ 
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　突然心臓停止状態になった人がいるとき、救急隊が到着するまで患者のそばにい
る人が救命処置をすることができれば、命を救える可能性があります。
　AED（自動体外式除細動器）は、心臓突然死を防ぐために電気ショックを与える
救命のための医療機器です。

●お尋ね　消防局警防課（�0956-23-2598）

■AEDってどんなもの？　
　AEDは、突然、心臓停止状態になった人の心臓
に電気ショックを与えて、正常な状態に戻すため
の医療機器です。
　日本では、年間約4～5万人が突然死で死亡して
いますが、その多くは心臓疾患（心室細動）による
ものといわれています。心室細動は、命に危険が
ある不整脈で、発作後数秒で意識を失い心臓が停
止します。心臓を正常な動きに戻すには、電気
ショックで細動を取り除くしかなく、救急車が到
着する前に早期にAEDを用いた電気ショック（電
気的除細動）を与えることで救命率のアップが期待
されます。

■AEDは誰でも使用できるの？
　平成16年7月から、医師や看護師、救急救命士だ
けでなく、一般市民でもAEDを使用できるように
なり、簡単な知識さえあれば誰でも使用できます。
　消防局では機器を正しく使用してもらうための
講習会（3時間程度で受講料は無料）を定期的に開
催し、受講者には修了証を交付します。
　講習会の開催日程などは、本紙や市ホームペー
ジでご案内します。また、10人程度の団体には講
習会を随時行いますので、消防局警防課にお尋ね
ください。

■AEDの操作手順　
　

■AEDはどこに設置してあるの？
　市では、市役所1階ロビー、水道局1階、休日急病
診療所（梅田町）、エコスパ佐世保（大塔町）、体育
文化館（光月町）、総合グラウンド（椎木町）、温水
プール（平瀬町）、駅前市営バスセンターなどに設置
しています。今後も公共施設への設置を進めてい
くことにしています。
　
　

③心室細動があれば、
　「通電が必要です。
　通電ボタンを押し
　てください」と音
　声で指示がありま
　す。音声に従って
　除細動ボタンを押
　します。

②電極パッドを右前
　胸部と左側胸部に
　張ります（AEDが
　自動的に患者の心
　電図を解析）。

①目の前で人が突然
　倒れ、意識がなけ
　ればAEDを準備し、
　電源を入れます。
　応援者がいれば、協
　力してもらいます。

昨年12月、AEDの実技研修を受け
る光武市長

AED（自動体外式除細動器）

AEDの設置を示すマーク

※機器の操作は機種によって若干異なる場合があります。


